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地
区
懇
へ
出
張
し
就
業
相
談
会
を
開
催

業
務
委
員
会

　

安
全
委
員
会
で
は
今
回
、
8

月
8
日
～
9
日
に
か
け
て
新
規

就
業
場
所
7
か
所
、
交
通
事
故

現
場
2
か
所
、
計
9
か
所
を
巡

回
致
し
ま
し
た
。
室
内
外
の
清

掃
作
業
者
を
中
心
に
、
熱
中
症

対
策
、
安
全
就
業
、
交
通
安
全

や
自
転
車
の
保
険
加
入
な
ど
の

喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

室
内
の
清
掃
業
務
に
お
い
て

は
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
時
間

内
に
広
い
範
囲
の
清
掃
作
業
で

熱
中
症
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況

に
お
け
る
対
応
が
、
良
く
で
き

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

酷
暑
へ
の
対
策
強
化
を
！

　

屋
外
作
業
で
の
大
和
田
の
市

民
プ
ー
ル
駐
車
場
管
理
で
は
強

い
陽
ざ
し
の
中
、
手
際
よ
く
利

用
者
の
車
の
配
置
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
に
水
分
補
給
に
気

を
付
け
て
自
己
管
理
の
対
策
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
尋
常
で
な
い
猛

暑
の
中
、
各
会
員
の
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
に
対
し
て
、
強

い
責
任
感
と
誠
実
な
態
度
で
接

し
て
い
る
姿
を
見
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
大
変
爽
や
か
に
感
じ
ま

し
た
。

　

業
務
委
員
会
で
は
、
適
切
な

就
業
機
会
と
良
好
な
就
業
環
境

の
確
保
を
図
る
事
を
目
的
に
毎

月
就
業
相
談
窓
口
を
開
い
て
い

ま
す
。

●
入
会
研
修
後
相
談
会

　

入
会
時
研
修
会
後
に
開
催
さ

れ
る
最
初
の
就
業
相
談
会
で
す
。

●
定
例
相
談
会

　

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
の
午

後
1
～
3
時
に
SC
で
開
催
。

●
地
域
拠
点
型
就
業

相
談
会

　

会
員
の
皆
様
に
近

い
場
所
で
と
今
年
度

は
5
月
と
7
月
に
実

施
。
ゆ
う
ゆ
う
通
信

で
開
催
を
案
内
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
定
例
の
就

業
相
談
会
な
ど
に
時
間
や
交
通

事
情
で
行
き
難
い
方
の
為
に
、

各
地
区
の
地
区
長
他
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
地
区
内
の
会
場
を

借
り
て
「
地
区
懇
話
会
出
張
就

業
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
件
目
は
8
月
24
日
（
土
）

午
後
1
時
～
3
時
、
東
北
コ
ミ

事
故
ゼ
ロ
は
重
要
課
題

　

駐
車
場
と
交
差
点
の
事
故
現

場
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置

い
て
も
相
手
で
は
な
く
自
分
の

十
分
な
安
全
確
認
と
注
意
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
安
全
巡
回
に
お
い
て

請
負
、
委
任
で
就
業
中
の
会
員

に
シ
ル
バ
ー
傷
害
保
険
に
つ
い

て
ご
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
就
業
中

ケ
ガ
し
た
場
合
や
保
険
の
適
用

範
囲
、
保
険
給
付
の
手
続
き
な

ど
、
入
会
時
お
渡
し
し
た
会
員

の
し
お
り·

会
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。な
お
、埼

玉
県
SC
連
合
か
ら
の
人
材
派
遣

で
働
い
て
い
る
会
員
は
労
災
の

適
用
と
な
り
ま
す
。（
五
十
嵐
）

セ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
5
ブ
ロ

ッ
ク
の
12
、
13
、
14
地
区
の
就

業
相
談
会
で
す
。
地
区
長
、
担

当
理
事
、
就
業
開
拓
委
員
会
の

清
水
理
事
な
ど
多
く
の
協
力
と

事
前
準
備
で
、
男
性
7
名
女
性

7
名
計
14
名
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
多
数
の
相
談
者
の
待
ち

時
間
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

2
件
目
の
就
業
相
談
会
は
9

月
7
日
（
土
）
午
前
9
時
30
分

～
12
時
で
、
新
座
団

地
分
譲
集
会
場
で
開

催
さ
れ
た
第
6
ブ
ロ

ッ
ク
15
、
16
、
17
、

18
地
区
で
す
。

　

こ
の
地
区
は
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
交
通
環

境
が
良
く
な
い
地
区

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
長
や
他
役
員
の
協
力
で
男

性
３
名
、
女
性
6
名
計
9
名
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
相
談
者
の
方
々
の

ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、
一
人
で

も
多
く
の
方
が
就
業
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。                  （
半
田
）

大和田ファミリープール駐車場

東武バス大和田営業所視察

事故現場の視察

丁寧に対応する業務委員

前
期
安
全
巡
回
に
つ
い
て

前
期
安
全
巡
回
に
つ
い
て

安
全
委
員
会

安
全
委
員
会
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埼玉県SC連合フレイル サポーター養成講座

新座SCでのサポーター スキルアップ研修

　

フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
7
月
か
ら
朝
霞
市

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
講
座
は
全
10
回
の

コ
ー
ス
を
3
日
間
に
分
け
て
開

催
、
9
月
か
ら
は
サ
ポ
ー
タ
ー

講
習
を
受
け
た
会
員
に
よ
る
一

般
会
員
向
け
講
習
会
が
新
座
市

SC
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
3
要
素

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
者
は
新
座
市
Ｓ
Ｃ
か
ら
19
名
、

所
沢
6
、
朝
霞
3
、
入
間
１
の

計
29
名
で
し
た
。

第
14
地
区
の
試
み
か
ら

　

第
14
地
区
で
は
会
員
一
人
ひ

と
り
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に

就
業
し
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
地

区
活
動
の
一
つ
と
し

て
今
年
5
月
よ
り
、

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操

を
始
め
ま
し
た
。

　

地
区
懇
話
会
と
は

別
に
東
3
丁
目
集
会

所
で
月
１
回
、
第
2

土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
は
じ

め
て
、
体
操
を
約
１
時
間
、
体

操
の
あ
と
11
時
か
ら
は
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
の
雑
談
時
間
に
当

て
て
い
ま
す
。
初
回
の
5
月
は

10
名
、
6
月
が
8
名
、
7
月
は

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
SC
貸
出
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
転
倒
予
防
体
操
）
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
8
月
か
ら
は

「
フ
レ
イ
ル
予
防
で
健

康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
／

埼
玉
県
SC
連
合
）」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
8
月
に
は
13
名

が
参
加
し
た
ほ
か
、
元

会
員
の
方
2
名
も
加
わ

り
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
9
月
は
地
区
懇

話
会
も
兼
ね
て
23
名
が
参
加
。

徐
々
に
人
数
も
増
え
、
み
ん
な

い
き
い
き
と
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。                    （
西
）

新座SC健康管理講習会

　

フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
運
動
・

栄
養
・
社
会
参
加
の
３
つ
が
重

要
と
解
説
。
具
体
的
に
は
、
体

力
測
定
、
準
備
運
動
、
ス
ト
レ

ッ
チ
、
筋
力
運
動
・
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
栄
養
の
摂
取
で
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
証
を
授
与

　

4
～
6
名
の
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
、
全
7
チ
ー
ム
が
運
動
と
栄

養
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
の
模
擬
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
証
」
を
授
与
さ
れ
閉
講

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
や
社
会
と
の
関
り
を
保
つ

こ
と
も
重
要

　

養
成
講
座
を
受
講
し
た
サ
ポ

ー
タ
ー
は
後
日
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
を
受
け
て
一
般
会
員
向

け
「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」
を

開
講
。
第
１
回
目
は
9
月
26
日

で
し
た
。

　

開
講
の
挨
拶
、
サ
ポ
ー
タ
ー

紹
介
に
続
い
て
、
フ
レ
イ
ル
と

は
「
加
齢
と
共
に
心
身
の
活
力

（
筋
力
や
認
知
機
能
な
ど
）
が

低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
予
防
に
は
、「
い
ろ
い
ろ

な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、

よ
く
体
を
動
か
し
、
地
域
や
社

会
と
の
関
わ
り
を
保
つ
こ
と
」

が
重
要
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
講
座
で
は
、
準
備
運
動

で
体
を
温
め
、
脳
、
眼
、
耳
、
口
、

手
、
足
な
ど
、
身
体
の
い
ろ
い

ろ
な
器
官
を
一
緒
に
働
か
せ
る

脳
ト
レ
の
よ
う
な
運
動
を
行
い

ま
し
た
。
次
に
身
体
の
柔
軟
性

を
高
め
る
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」、

筋
肉
を
強
く
す
る
筋
力
運
動
で

汗
を
流
し
ま
し
た
。
休
憩
を
挟

ん
で
栄
養
に
つ
い
て
「
い
ろ
い

ろ
な
食
品
を
ま
ん
べ
ん
な
く
食

べ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
栄

養
素
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
摂
取

さ
れ
て
い
る
か
、
食
習
慣
を
見

直
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

2
回
目
は
11
月
6
日
の
予
定

　

今
後
は
継
続
し
て
運
動
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
目

指
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
2
回
目
の
「
フ
レ

イ
ル
予
防
教
室
」
は
11
月
6
日

（
水
）
10
時
よ
り
SC
会
議
室
で

行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
せ
の
上
、

ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。     （
中
村
）

健
康
管
理
講
習
会

 
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
全
委
員
会
主
催
）

健
康
管
理
講
習
会

 
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
全
委
員
会
主
催
）

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
で

い
き
い
き
暮
ら
そ
う

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
で

い
き
い
き
暮
ら
そ
う
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仲
間
と
楽
し
く
、
仕
事
が
生
き
が
い

い
き
い
き
元
気
な
80
代（
III
）

仲
間
と
楽
し
く
、
仕
事
が
生
き
が
い

い
き
い
き
元
気
な
80
代（
III
）

　

今
回
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、佐
藤
芳
郎
さ
ん（
野

火
止
3
、
81
歳
）、
出
嶋
輝
子

さ
ん
（
野
火
止
4
、
80
歳
）、

稲
場
美
津
雄
さ
ん
（
東
１
、
85

歳
）、
梅
岡
正
弘
さ
ん
（
野
火

止
8
）。
梅
岡
さ
ん
は
来
年
80

歳
に
な
る
。

働
く
楽
し
み

　
「
歌
う
と
元
気
が
出
る
よ
」

満
面
笑
顔
で
話
す
の
は
、
志
木

駅
前
の
駐
輪
場
で
就
業
す
る
佐

藤
さ
ん
。
SC
歴
15
年
。
カ
ラ
オ

ケ
が
大
好
き
だ
。
SC
仲
間
の
同

好
会
で
、
マ
イ
ク
片
手
に
、
得

意
な
三
波
春
夫
を
歌
い
上
げ
る
。

三波春夫大好き 佐藤さん

声に張りがある稲場さんストレッチを欠かさない梅岡さん

ラジオ体操を欠かさない出嶋さん

東
上
線
電
車
の
始
発
、
終
電
に

合
わ
せ
、
仕
事
は
午
前
4
時
半

か
ら
翌
日
午
前
１
時
半
ま
で
、

4
交
代
7
人
で
シ
フ
ト
を
回
す
。

月
１
４
、
5
日
の
就
業
。「
朝

4
時
半
は
つ
ら
い
よ
。
3
時
に

起
き
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。

だ
け
ど
月
４
回
だ
し
、
慣
れ
れ

ば
ね
。
そ
れ
よ
り
、
仕
事
に
出

れ
ば
仲
間
が
待
っ
て
る
。
そ
れ

が
楽
し
み
だ
よ
」

　

出
嶋
さ
ん
は
、
SC
歴
20
年
。

今
は
、
体
調
に
合
わ
せ
、
月
に

6
、
7
回
、
１
回
１
時
間
、
個

人
宅
の
外
回
り
を
主
に
清
掃
。

几
帳
面
な
人
だ
。
仕
事
に
手
を

抜
か
な
い
。
取
材
中
、
依
頼
主

が
「
本
当
に
大
助
か
り
な
ん
で

す
」
と
礼
を
言
い
に
現
れ
た
。

体
調
管
理
は
？
の
問
い
に
「
ず

う
っ
と
ラ
ジ
オ
体
操
を
欠
か
さ

な
い
ん
で
す
」

役
立
つ
喜
び

　

稲
場
さ
ん
は
、
見
る
か
ら
に

元
気
。
声
に
張
り
が
あ
る
。
朝

か
ら
昼
過
ぎ
ま
で
、
月
に
１
５
、

6
日
、
新
座
駅
前
の
広
場
を
清

掃
す
る
。
SC
歴
20
年
。「
こ
こ

は
喫
煙
場
所
が
な
い
か
ら
、
吸

殻
が
多
い
ん
だ
。１
日
１
５
０
本

く
ら
い
拾
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
」

　

楽
し
み
も
。「
ご
苦
労
様
っ

て
、
自
動
販
売
機
で
飲
み
物
買

っ
て
く
れ
る
人
が
い
て
ね
。
嬉

し
か
っ
た
ね
」
悩
み
は
、
SC
の

就
業
希
望
者
が
少
な
く
、
思
っ

た
よ
う
な
シ
フ
ト
が
組
め
な
い

こ
と
。

　

梅
岡
さ
ん
は
大
の
ジ
ャ
ズ
フ

ァ
ン
。
ス
マ
ホ
に
２
５
０
０
曲

も
。
公
共
施
設
の
仕
事
が
長
く
、

PC
業
務
も
難
な
く
こ
な
す
。
SC

歴
14
年
。
月
１
３
、
4
日
の
就

業
。「
や
っ
ぱ
り
ね
、
何
か
の

お
役
に
立
ち
た
い
ん
で
す
よ
。

一
日
一
日
を
大
事
に
し
た
い
。

働
け
る
っ
て
ね
、
嬉
し
い
で
す

よ
」
健
康
法
は
１
日
2
回
、
朝

晩
の
入
浴
。
毎
日
の
ス
ト
レ
ッ

チ
、ス
ク
ワ
ッ
ト
。梅
岡
さ
ん
の

足
取
り
は
、
と
て
も
軽
快
だ
。

ペ
ア
就
業
の
導
入
も

　

新
座
市
ＳＣ
会
員
の
高
年
齢
化

は
、
こ
こ
数
年
急
ピ
ッ
チ
。
今

年
3
月
末
、
平
均
年
齢
は
74
歳
。

80
歳
以
上
は
２
６
９
人
。
一
方
、

年
齢
が
高
く
て
も
労
働
意
欲
は
、

ま
だ
ま
だ
強
い
。
就
業
開
拓
委

員
会
が
75
歳
以
上
の
未
就
業
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、

3
割
が
「
働
き
た
い
」
と
答
え

た
。
高
年
齢
層
も
安
心
し
て
働

け
る
就
業
環
境
を
ど
う
確
保
す

る
か
。
ひ
と
つ
の
提
案
が
「
ペ

ア
就
業
」
だ
。
同
委
員
会
の
清

水
委
員
長
（
理
事
）
が
こ
う
話

す
。「
例
え
ば
、
民
間
マ
ン
シ

ョ
ン
清
掃
は
一
人
就
業
で
す
が
、

そ
れ
を
二
人
で
や
る
の
は
ど
う

か
。
二
人
だ
と
安
心
、
安
全
。

仕
事
は
半
分
で
楽
に
な
る
。
け

れ
ど
収
入
も
半
分
に
。
ペ
ア
就

業
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
SC
も

知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。

                           （
中
伏
）

　
「
人
生
１
0
０
年
、
迫
る
超
高
齢
化
社
会
」
こ
ん
な
フ
レ
ー
ズ
が

溢
れ
て
い
る
。
世
の
中
、
ど
ん
ど
ん
進
む
高
齢
化
。
気
が
つ
け
ば
、

も
う
80
歳
。
乗
り
切
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
？
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（
SC
）の
先
輩
、
80
代
の
方
々
の
話
に
は
、
人
生
１
０
０

年
の
“
知
恵
と
工
夫
”
が
満
ち
て
い
る
。「
外
に
出
て
、
仲
間
と
話

し
て
仕
事
で
体
を
動
か
す
。
そ
れ
が
一
番
」「
清
掃
の
仕
事
を
し
て

る
と
、
通
り
が
か
り
の
人
か
ら
、
ご
苦
労
様
と
声
が
掛
か
る
。
嬉
し

い
ね
え
」
実
感
の
こ
も
っ
た
体
験
話
。「
い
き
い
き
元
気
な
80
代
」

第
3
弾
で
あ
る
。
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新
座
市
民
の
期
待
を
背
負
い

昨
年
11
月
に
業
界
第
二
位
の
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー｢

カ
イ
ン
ズ｣

新
座
店
が
、
大
和
田
の
再
開
発

地
区
に
開
店
し
ま
し
た
。

　

売
場
面
積
1
万
3
千
㎡
の
大

型
店
で
す
。
全
従
業
員
は
正
社

員
パ
ー
ト
含
め
２
０
０
名
余

り
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
一
日

当
た
り
、
日
・
祭
日
で
40
名
、

平
日
で
30
名
。
繫
忙
期
に
は
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
応
援
も
加
わ
り

ま
す
。
1
日
の
来
客
数
は
日
・

祭
日
で
４
０
０
０
人
、
平
日
で

３
０
０
０
人
。
駐
車
場
の
収
容

台
数
は
１
０
０
０
台
、
品
揃
え

は
約
8
万
点
、
在
庫
金
額
で

7
億
円
に
達
し
ま
す
。
営
業
時

間
は
朝
9
時
か
ら
夜
9
時
ま
で
、

休
日
は
元
旦
の
み
で
す
。

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で

働
く
仲
間
た
ち

　

派
遣
元
で
あ
る
（
財
）
い
き

い
き
埼
玉
新
座
市
事
務
所
の
社

員
と
し
て
就
労
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
3
部
所
が
あ
り
、
カ
ー

ト
回
収
及
び
灯
油
の
供
給
、
植

物
の
水
遣
り
、
木
材
の
カ
ッ
ト

な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
持
場
の
品
出

し
・
清
掃
作

業
も
含
ん
で

い
ま
す
。

　

お
花
班
は
、

開
店
以
来
変

わ
ら
ず
4
人

で
の
シ
フ
ト

で
、
１
日
3

時
間
、
朝
8

時
か
ら
11
時

と
夕
方
５
時

か
ら
8
時
。

春
の
繫
忙
期
入
荷
が
多
い
時
は

11
時
か
ら
2
時
の
シ
フ
ト
も
あ

り
ま
す
。
月
平
均
で
は
20
日
の

就
労
で
す
。

　

柳
田
さ
ん
は
開

口
一
番｢

健
康
に

は
気
を
付
け
て
い

ま
す
が
今
年
の
暑

さ
に
は
参
り
ま
し

た
。
特
に
植
物
好

き
で
は
な
い
ん
で

す
が
、
だ
ん
だ
ん

と
花
の
名
前
も
覚

え
興
味
が
沸
い
て

き
ま
し
た
。
と
て

も
働
き
や
す
い
職

場
で
す｣

　

水
墨
画
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

趣
味
で
、
通
勤
も
自
転
車
と
の

こ
と
。　

仕
事
で
は
観
葉
植
物

の
水
遣
り
が
難
し
い
と

口
を
そ
ろ
え
る
吉
賀
さ

ん
は
、
昨
年
、
市
民
大

学
を
受
講
。
そ
の
学
ぶ

意
欲
が
素
晴
ら
し
い
。

｢
講
座
が
終
っ
て
も
友

達
が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま

し
た｣
と
益
々
元
気
で

す
。

　

金
森
さ
ん
は
木
材
カ

ッ
ト
担
当
。
3
人
で
午

前
9
時
～
午
後
１
時
と
午
後
2

時
～
6
時
の
シ
フ
ト
。｢

屋
外

と
変
わ
ら
ず
蒸
し
風
呂
の
様
な

暑
さ
で
す
が
、

大
き
な
送
風
機

や
、
扇
風
機
付

き
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
導
入
し
て
頂

き
何
と
か
乗
り

切
っ
て
ま
す
。

冬
の
経
験
は
こ

れ
か
ら
で
す
が

１
日
4
時
間
、

月
20
日
の
仕
事

が
ち
ょ
う
ど
良

い
で
す
ね
！｣

｢

一
番
気
を
つ
け
る
の
は
寸
法

を
間
違
え
な
い
こ
と
だ
ね｣

と

付
け
加
え
な
が
ら
黙
々
と
仕
事

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
カ
ー
ト
整
理
班
の
取

材
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

4
人
で
の
シ
フ
ト
で
、午
前
11
時

～
夜
7
時（
日
・
祝
日
夜
8
時
）、

１
日
3
時
間
就
労
と
の
こ
と
。

リ
ー
ダ
ー
の
思
い
や
り
が

職
場
を
明
る
く

　

鈴
木
店
長
は
「
単
身
赴
任
で
、

ど
う
し
て
も
生
活
が
不
規
則
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
休
日
に
は

筋
ト
レ
な
ど
で
健
康
維
持
に
気

を
付
け
て
ま
す
。
ま
た
最
近
は

歴
史
小
説
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
」
と
明
る
く
社
交
的
で
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
思
考
の
持
主
で
す
。

　

SC
会
員
の
働
き
ぶ
り
を
尋
ね

る
と
、「
単
純
作
業
も
嫌
が
ら

ず
黙
々
と
働
き
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ど
の
店
舗
で
も
シ
ル
バ

ー
さ
ん
が
活
躍
し
大
き
な
戦
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
役
時
代

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
方
も
多

く
、
そ
れ
ら
を
も
っ
と
活
か
す

部
所
も
広
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
花
の
水
遣
り
の
よ
う

な
単
純
作
業
で
も
、
経
験
豊
か

に
培
っ
た
知
識
で
更
に
効
率
よ

く
動
き
や
す
い
も
の
に
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
通
勤
の

便
が
悪
く
、
に
い
バ
ス
運
行
を

申
請
し
て
い
ま
す
」
と
意
欲

満
々
で
す
。

　

た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
、

見
て
回
る
だ
け
で
も
楽
し
い
お

店
で
す
。            （
太
刀
川
）

木材カット作業中の金森会員

お花班担当の右から柳田、吉賀両会員

カインズのリーダー、鈴木店長

大
和
田
２
丁
目

「
カ
イ
ン
ズ
」

新
・
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令
和
元
年
9
月
11
・
12
日
の

日
程
で
福
島
県
郡
山
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
理
事
・
監

事
10
名
で
視
察
研
修
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
研
修
の
目
的

で
あ
る
会
員
拡
大
、
地
域
活
動
、

賛
助
会
員
の
獲
得
、
シ
ル
バ
ー

シ
ョ
ッ
プ
「
憩
い
の
広
場
」
な

ど
、
事
業
全
般
に
つ
い
て
ご
教

授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
SC
と
似
た
事
業
規
模

　

郡
山
市
の
面
積
は
新
座
市
の

約
33
倍（
さ
い
た
ま
市
の
3
倍
）、

人
口
33
万
４
千
人
、
60
歳
以
上

の
人
口
は

14
万
１
千
人

と
ほ
ぼ
新
座

市
の
2
倍
で

す
。
セ
ン
タ

ー
の
事
業
規

模
は
、
会
員

数
２
３
５
１

名
、
契
約
金

額
9
億
3
千
万
円
程
で
、
当
SC

に
近
い
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
新
入
会
者
紹
介
」事
業

　

会
員
拡
大
で
は
、
昨
年
よ
り

１
３
４
名
の
会
員
増
と
実
績
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
主
な

要
因
は
、
長
年
に
わ
た
り
会
員

に
よ
る
「
新
入
会
者
紹
介
」

事
業
を
実
施
し
て
い
る
点
で
す
。

複
数
の
紹
介
を
し
た
会
員
を
、

総
会
開
催
時
に
表
彰
す
る
仕
組

み
で
す
。

　

特
に
会
員
増
に
直
結
す
る
要

因
は
会
員
の
満
足
度
を
高
め
る

事
で
あ
る
と
し
、「
誰
も
が
入

り
た
く
な
る
」「
誰
か
に
話
し

た
く
な
る
」
セ
ン
タ
ー
作
り

を
心
掛
け
て
い
る
点
で
す
。

「
憩
い
の
広
場
」の
運
営

　

平
成
24
年
3
月
28
日
に
シ

ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
憩
い
の

広
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。
会
員

が
作
っ
た
野
菜
、
小
物
な
ど

を
平
日
の
10
時
か
ら
14
時
ま
で
、

40
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が

シ
フ
ト
を
組
ん
で
運
営
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
、
集
ま
り

お
客
様
と
ふ
れ
あ
う
事
が
楽
し

い
と
い
う
。
ま
た
都
合
の
よ
い

時
間
に
来
ら
れ
る
シ
フ
ト
を
組

ん
で
い
る
の
で
参
加
し
や
す
く
、

シ
ョ
ッ
プ
も
長
く
運
営
で
き
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
課
題

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
結
果

的
に
会
員
の
満
足
度
を
上
げ
て

い
る
要
因
の
一
つ
で
す
。
買
い

物
に
来
ら
れ
る
高
齢
者
へ
入
会

へ
の
声
掛
け
が
で
き
て
会
員
増

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
市
面
積
が
広
す
ぎ

て
会
員
の
職
群
班
活
動
、
地
域

班
活
動
が
な
か
な
か
機
能
し
な

い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

会
員
の
満
足
度
を
高
め
る

具
体
的
な
事
例
に
感
銘

　

今
回
の
視
察
で
、
会
員
を
増

や
す
活
動
に
つ
い
て
大
変
参

考
に
な
り
ま

し
た
。
加
え

て
会
員
の
満

足
度
を
高
め

る
具
体
的
な

事
例
に
、
役

員
一
同
大
変

感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

「
ゆ
う
ゆ
う
通
信
」を
参
考

　

視
察
の
中
で
当
SC
の
「
ゆ
う

ゆ
う
通
信
」
は
い
つ
も
楽
し
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
郡
山
市

SC
広
報
委
員
も
大
変
参
考
に
し

て
い
ま
す
と
、
賛
辞
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
２
日
間
に
わ
た
り

貴
重
な
視
察
研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
郡
山
SC
の

木
村
理
事
長
、
佐
藤
副
理
事

長
、
藍
原
理
事
、
相
樂
常
務

理
事
、
六
角
総
務
係
長
に
心

か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
船
津
）

　

私
は
週
3
日
清
掃
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
の

猛
暑
は
こ
た
え
ま
し

た
。
3
か
月
で
確
実

に
3
㎏
痩
せ
ま
し
た
。

　

仕
事
に
行
く
時
、

シ
ル
バ
ー
の
男
性
用

の｢

赤
い
帽
子｣

を

被
っ
て
い
ま
す
。
行
き
か
う

人
の
中
に｢

オ
ッ｣

と
い
っ
た

顔
を
す
る
人
が
い
ま
す
。
き
っ

と
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
す
。
私
も
常
日
頃
、

こ
の
帽
子
を
被
っ
た
人
に
会
う

と
、
挨
拶
し
た
く
な
る
の
で
す
。

先
日
、
自
転
車
で
帰
る
私
に

｢

や
あ
っ｣

と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
男
性
が

い
ま
し
た
。｢

あ

れ
っ
、
誰
だ
っ
た

か
な
？｣

シ
ル
バ

ー
の
仲
間
だ
と
は

わ
か
る
け
ど
、
名

前
が
出
て
き
ま
せ

ん
。
街
中
で
〝
赤
い
帽
子
〟
の

人
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
私
で
す
。

閑話休題

役
員
視
察
研
修
報
告

会
員
の
満
足
度
を
高
め
る

郡
山
市
SC
の
具
体
的
事
例

役
員
視
察
研
修
報
告

会
員
の
満
足
度
を
高
め
る

郡
山
市
SC
の
具
体
的
事
例

シルバーショップ「憩いの広場」前で

熱心な説明を受ける

野
火
止
7

長
谷
川
勝
代
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野
火
止
と
西
堀
の
氷
川
神
社
は
、
大

和
田
・
片
山
と
大
分
趣
が
異
な
り
ま
す
。

創
建
は
両
社
と
も
比
較
的
新
し
く
、
野

火
止
用
水
完
成
前
後
で
す
。
神
社
の
も

つ
意
味
合
い
は
、
土
着
の
前
二
社
と
違

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
厄
除
け
の

た
め
、
村
人
が
寄
り
添
う
よ
う
に
護
っ

て
き
た
神
社
と
云
え
ま
す
。

こ
れ
ぞ
本
来
の
村
の
鎮
守

　

寛
文
元
年
（
１
６
６
１
）
の
年
貢
割

符
状
を
み
る
と
、野
火
止
村
は
本
村（
野

火
止
宿
）
と
菅
沢
・
西
堀
・
北
野
の
四

か
村
に
分
け
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
堀
村
は
同
3
年
に
平
林
寺
が
岩
槻
か

ら
野
火
止
に
移
転
す
る
と
、
同
5
年
に

平
林
寺
領
西
堀
村
と
な
り
ま
す
。

　

野
火
止
の
氷
川
神
社
創
建
が
承
応
２

年
（
１
６
５
３
）
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、

別
村
に
な
っ
た
西
堀
は
、
分
村
の
時
期

に
村
の
鎮
守
と
し
て
奉
斎
創
建
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
野
火
止
用
水
の
完

成
は
承
応
４
年
で
す
か
ら
、
本
村
の
氷

川
神
社
は
、
野
火
止
開
拓
開
始
早
々
の

「
お
ら
が
村
の
鎮
守
様
」
創
建
で
す
。

小
ぶ
り
な
が
ら
本
格
派

　

両
社
と
も
に
入
母
屋
造
り
の
形
式
で
、

拝
殿
、
幣
殿
、
本
殿
が
き
ち
ん
と
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
火
止
の
由
緒
に
よ

れ
ば
、
現
在
の
本
殿
は
明
治
6
年
、
拝

殿
は
同
39
年
、
幣
殿
は
大
正
14
年
に
建

て
ら
れ
、
昭
和
39
年
に
社
殿
全
体
の
大

改
修
が
行
わ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
拝
殿

に
は
回
廊
が
あ
り
、
毎
年
の
節
分
に
は

賑
や
か
な
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
近
隣
か

ら
大
勢
の
人
出
が
あ
り
ま
す
。

素
朴
な
伝
承
芸
能

　

野
火
止
氷
川
神
社
に
は
、
市
指
定
有

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
磐
戸
石
、
50
貫
、

60
貫
目
の
力
石
が
3
点
あ
り
ま
す
。
こ

の
石
を
持
ち
上
げ
た
各
4
名
の
名
前
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
市
指
定
民
俗
芸
能
の
「
武

州
里
神
楽
」
は
、
十
代
に
わ
た
り
継
承

さ
れ
、
現
在
は
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

ま
す
。
十
一
代
目
も
幼
く
し
て
初
舞
台

を
経
験
し
た
と
聞
き
ま
す
。
代
々
の
氷

川
神
社
宮
司
は
、
家
元
「
石
山
家
」
系

か
ら
迎
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
話

　

野
火
止
周
辺
の
蕎
麦
屋
「
武
蔵
野
木

鉢
会
」
が
節
分
の
時
に
古
式
に
則
り
、

蕎
麦
打
ち
を
奉
納
し
、
参
拝
者
に
振
舞

っ
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
季
節
の
分
か

れ
目
（
節
分
）
に
、
そ
ば
を
食
べ
る
の

が
習
慣
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
る

で
大
晦
日
の
「
年
越
蕎
麦
」
と
同
様
で

す
。                              （
吉
田
）

野火止氷川神社の、手前から
拝殿・幣殿（渡り廊下）・本殿

西堀氷川神社の
狛犬、阿像

野火止氷川神社
の狛犬、吽像

西堀氷川神社の拝殿 正面

野火止氷川神社 力石

武州里神楽 石山社中の舞台より
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  ▶仲間と一緒のバス旅行もまた楽し◀
　泊まりの苦手な私。理由は、帰宅後を想像するだけ
で憂うつになるから。そんなこと考えずに行っちゃえ
ばいいのにと言われるけれど、どうも気が進まない。
なので年 2 回のSC親睦会バス旅行が楽しみ。まるで
小学生が遠足を待ちわびる気分で 2、3 日前からそわ
そわ。バスに乗ると早速気の合う仲間とおしゃべり。
いつだったか、後ろの座席のおじさまたちが賑やかで
びっくり。1 日お付き合いかしら？とうんざりしてい
たが、いつの間にか和気藹々に。ビール工場では黒ビ
ールがすごく美味しくて、テンションが上がり、帰り
のバスで１曲歌ってしまった。仲間と一緒のバス旅は
いいね！       （乗せられた女　大和田71歳）

   ▶乗り鉄・飲み鉄・ひとり旅◀
　毎年 3 回、JRの「4 ～ 5 日乗り放題のお得な切符」
が発売される。これを使わぬ手はないと、気楽な一人
旅に年 2 回は行く。今回は 6 月、北海道に旅して来た。
私の旅は時刻表の路線図で行先に思いを馳せ、パソコ
ンやスマホで詳細な予定を立てる事から始まる。楽し
いひと時だ。そして、ルンルン気分で家を出る。大宮
で駅弁、ワンカップ、つまみを買込み新幹線に飛乗る。
発車して間もなく「一本目」、のどを潤す。旨い！最
高だ。北海道に入るころには良い気持ちで眠気が襲っ
てくる。特に豊富なつまみが旨い。乾燥ホタテをしゃぶ
りながら「もう一本」。車窓の景色‥（？）もちろん最高、
至福のひと時だ。    （生一本の男　片山 73歳）

    ▶山紫水明 ガングロ夏キャンプ◀
　旅といえば子供連れでの家族キャンプが定番だった。
初めはタープやランタンなどなく、車から森の木にブ
ルーシートを張る質素なもの。雨風が来れば車中に逃
げ込む情けなさだが、焚火の炎で赤く輝く家族の笑顔
は何物にも代えがたい。キャンプ道具の揃った後半は、
北越海岸「笹川流れ」で毎年１週間の夏キャンプ。人
も疎らで水も透き通り、売店・食堂やシャワーもあり
言うことなし。昨今の酷暑とは異なり日陰は爽やかだ
が、全員裏も表も分からぬ程真っ黒。海の音をBGMに
夜空の満天の星を眺めながらのビールは格別。今度は
孫を連れて行くかなと、身体の手入れより用具の手入
れに余念がない。 （裏表が見えてきた70歳　畑中男）

▶〝おひとり様〟の世界◀
　旅にこうだというスタイルは必要ないと思うね。気
の合う仲間との旅行も楽しいものだが、私はどちらか
というと一人旅派かな。“自分のペースで自分のした
い事ができ、自分の都合でいつでも出発できる”とい
えば当然マイカーの旅。今ではカーナビや携帯スマホ
での道順探しが当たり前で地図帳は本当に不要。便利
な世の中になったね。各地の「道の駅」は便利だ。地
のものを買込み、駐車場での車中泊はオツなもので、
助手席を倒し足を伸ばして横になれば、何時でも疲れ
を解消できる。「カーネル」というそのものズバリの
雑誌もあるが、宿代を節約したご当地グルメ堪能の旅
の季節だなー！         （畑中の自己満男　71歳）

    ▶貧乏旅行も夫婦でなら楽し◀
　新婚旅行に北海道を選んだのだが、披露宴で資金を
使い果たし、赤貧洗うがごとき旅になった。東京から
日本海廻りの夜行列車に乗った。夜行は乗客もまばら
で小さな駅には停まらないので、早く目的地に着くか
と思いきや30分くらい停車する駅もある。窓外は漆
黒の闇、二人で飲み食いと甘い香りに耽り青函連絡船
に乗る頃には軍資金が飲食費に消えてしまい旅はそこ
でエンドとなる。同じ日本海廻りの汽車で帰宅すると
いう惨めな新婚旅行となった。それでも若さ故か未来
へのワクワク感があった。今は新幹線利用だが、あの
時の老妻が昔日の如く隣りで食って飲んで眠っている
構図は変わらない。     （今も赤貧の男　東北75歳）

   ▶みんなで行けば怖くない◀
　我が家には年に一回家族旅行をする決まりがある。
今年はどうする。｢たまにはキャンプもいいね。静か
で星がきれいで釣りなんか出来たら最高｣ ｢僕知って
る、白洲にあるよ」と甥の一声で決定。車とバイク 8 台、
総勢30数名でキャンプ場に乗り込んだ。管理人は「ミ
ミズで紅鱒が釣れますよ」と言い、坊主頭にサングラ
ス姿の大きい甥を暴走族と早とちりしたのか、「貸し
切りでいいです」と逃げるように立ち去った。
　若者は泳ぎバイクを乗り回して大騒ぎ。老人は釣り
三昧。景気づけの花火にカラオケ、飲んで食べて笑っ
て宴会は続く。星なんか誰も見ていなかった。
       （笑い過ぎてしわが増えた女　あたご72歳)

次回は「前回の東京五輪の時、何をしてましたか？」をテーマにします。楽しく、異論・暴論・呆言をお寄せください。

あなたは誰と旅をしたいと思いますか？
「独り旅・夫婦・家族や仲間と賑やかに」など会員の意見を紹介します
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酒の肴のために
　釣り人は多い筈なのに、このページに釣りの話が出て
こないので「釣り入門編」の先駈けになるだろう。
　家人には晩御飯のおかずといって夜中に家を出る。外房
大原港の釣り始めは午前5時。夏はイサキ、秋口にはヒラ
メと四季折々で目
的は変わる。船に
は14～5人が乗り
込み、釣果は中々
思い通りにならな
いのが当たり前。
　釣りに外道は付
きものだが、今夏
イサキ狙いで鱸

すずき

が当たった。仕留めた時は仲間から「頑
張ったね！」とお褒めの言葉。イサキの仕掛けで良くぞ
釣り上げたと自画自賛だ。家人との契約は「おかず」だが、
本音は酒の肴だ。釣った獲物は自分で捌き、晩酌の飲み
物をイメージしながら調理する。この楽しみがあって、初
めて私の釣りが完成する。                 （野火止 8　O.S.）

鄙びた街の 先端機器
　東京オリンピックの少し前、故郷の町の食堂のテレビ
は神棚のように天井近くに吊り棚式で据えられていた。
つまみを回す式のテレビだが、店主がかなり大きな機器
を手に持って厨房から画面を見ながらシャカシャカとチ
ャンネルを変えるのを見て驚いた。今でいうリモコン

（RC）だった。1970年代末頃
に普及し始めたRCが既に60年
代初めに鄙びた街のラーメン食
堂にあったのだ。後年、私の思
い違いだったのかと気付き調べ
てみたら、56年に米国音響機器

メーカーのゼニス・エレクトロニクス社が可視光線を使
ったRCを開発している。日本では、70年代の初めにサ
ンヨーが超音波を用いたRCを実用化しているが、件の
食堂のRCはゼニス社製のものだったと思う。今では
RCなしのテレビを探すのは不可能に近いが、70年代以
降に生まれた人たちはRCなしでは何もできないのでは
と余計な心配をしている。              （野火止7　O.N.）

ウェルネス（心身の健康）を第一に
　｢吹き矢｣ というと、忍者の一発必中の飛び道具とい
うイメージですが、最近 ｢スポーツ吹き矢｣ が健康志向
のシニア世代を中心に注目されています。私も 7 年前に
大病を患い、退院後の体力回復と腹筋強化のために始め
ました。まず、矢を吹くための呼吸法と基本動作を覚え
ます。ルールは簡単。5 ～ 10ｍ離れた所から長さ120cm
の筒で、長さ20cmの円錐状の矢を的(中心から7・5・3・
1点)にめがけて一気に息を使っ
て矢を放ちます。１ラウンドに 5
本の矢を放ち、規定のラウンド
の合計点で競います。スポーツ
吹き矢は腹式呼吸＋胸式呼吸
を行え、肺機能の改善など多く
の効果が期待できます。20回矢を吹くと 5 ㎞のウォーキ
ングに相当するとか。私は現在82歳。大和田公民館で18
名のメンバーと月 4 回、6 年も続いています。おかげで
今では風邪ひとつひかなくなりました。ぜひ皆さんも一
緒にやりませんか？                 （大和田5　石毛　孝栄）

和紙ちぎり絵との出会い、そして別れ
　20年前、ちぎり絵の体験会に友人と参加して和紙の世
界と出会いました。和紙の暖かな手触りと、ちぎった時
にできる毛羽の柔らかさが気にいりました。丸める、撚
る、すべて指の作業で、新鮮でした。和紙にもいろいろ

な種類があって、雲
うんりゅうし

龍紙（太く長
い繊維が入っている）や落

らくすいし

水紙（水
滴による水玉のような模様があ
る）に魅力を感じます。友人は体験
会だけでしたが、和紙の魅力にと
りつかれた私は、専門店をみつけ
ては購入しました。最初は自己流
でしたが、１年間、NHK学園の「ち
ぎり絵」通信講座を受講しまし

た。和紙をあれこれちぎって貼って、雲龍紙の繊維を引き
抜いて貼り、自分なりに達成感がありました。親の介護や
自分の視力の衰えで、ちぎり絵と決別したのが10年前です。
現在は、美術館などで行われるちぎり絵の創作展や展示
会に出かけて楽しんでいます。  （野火止6　中條 眞由美）

　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

作・辻井華洲先生

Fishing Paper Art

Remote ControlSport Fukiya
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友
達
が
八
ッ
場
ダ
ム
を
見
学

に
行
っ
た
と
聞
き
、
私
も
１
回

は
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
春

の
日
帰
り
旅

行
が
八
ッ
場

ダ
ム
見
学
と

い
う
案
内
が

来
ま
し
た
。

知
り
合
い
の

方
か
ら
の
誘

い
も
あ
り
、

参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

5
月
27
日
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
そ
の
後
、
各

集
合
場
所
を
回
り
、
総
勢
44
名

で
八
ッ
場
ダ
ム
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
に
到
着

し
実
際
に
目
の
あ
た
り

に
す
る
と
、
そ
の
広
さ

に
圧
倒
さ
れ
る
と
同
時

に
、
川
原
湯
温
泉
郷
を

擁
す
る
村
が
湖
底
に
沈

ん
で
し
ま
う
、
村
の
住

民
が
今
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所

が
一
瞬
に
し
て
消
え
て
し
ま
う

と
思
っ
た
時
、
複
雑
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
い
う
の
は
、
大
正
時

代
に
旧
片
山
村
に
貯
水
池
を
建

設
す
る
と
い
う
計
画
が
も
ち
あ

が
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
か
ら
で
す
。

旧
片
山
村
は
新
座
市

畑
中
、
馬
場
、
堀
ノ

内
、
片
山
、
道
場
、

野
寺
、
栗
原
、
石
神
、

栄
の
こ
と
で
す
。
現

在
も
そ
う
で
す
が
、

旧
片
山
村
は
南
北
が

高
台
で
、
そ
の
間
が

窪
地
と
な
っ
て
お
り
、

土
を
掘
る
手
間
が
省

け
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

貯
水
池
は
東
村
山
と
所
沢
に
跨

る
地
に
建
設
さ
れ
、
多
摩
湖
、

狭
山
湖
が
で
き
、
旧
片
山
村
の

消
滅
が
免
れ
た
訳
で
す
。

　

次
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
水
澤

観
音
。
群
馬
県
渋
川
市
に
あ
る

天
台
宗
の
寺
院
で
山
号
は
五
徳

山
。
本
尊
は
十
一
面
千
手
観
音

で
、
坂
東
三
十
三
ケ
所
、
第

十
六
番
目
の
札
所
と
の
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
新
座
市
の
2
名
の

方
が
寄
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
商
品
も

多
く
用
意
さ
れ
て
お
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

事
故
も
な
く
楽
し
い
旅
行
で

し
た
が
、
名
物
と
し
て
名
高
い

水
澤
う
ど
ん
が
味
わ
え
な
か
っ

た
の
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
残
り
と

な
っ
た
旅
で
し
た
。

　

私
は
10
年
前
、
62
歳
の
時
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
最
高
峰
、
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ（
標
高
５
８
９
５

メ
ー
ト
ル
）
に
登
っ
た
。「
新

座
山
の
会
」
の
仲
間
と
14
人
で

チ
ー
ム
を
組
み
、
挑
戦
。
チ
ー

ム
は
男
女
半
々
で
平
均
年
齢
は

当
時
61
歳
。
奇
跡
的
に
、
全
員

で
登
頂
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。満
天
の
星
、サ
バ
ン
ナ
の
キ

リ
ン
の
群
れ
、
土
ぼ
こ
り
で
前

が
見
え
ず
、ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら

乗
っ
た
バ
ス
、
独
特
の
臭
い
の

現
地
の
食
事
、
ポ
ー
タ
ー
た
ち

が
合
唱
し
た
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
の
歌
」。
10
年
も
前
な
の
に
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
思
い
出
に
残
る
。

　

60
歳
前
に

会
に
入
っ
た
。

山
の
会
は
新

座
の
山
好
き

の
会
で
、
他

市
の
人
も
個

人
参
加
し
、

会
員
は
60
人

ほ
ど
。
月
に

１
度
例
会
を

開
き
、
合
宿

の
計
画
を
決

め
た
り
、
登

山
経
験
を
語
り
合
っ
て
親
睦
を

深
め
て
い
る
。
あ
る
時
、キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
再
挑
戦
す
る
と

い
う
会
員
が
い
た
。
そ
の
話
に

「
私
も
」「
私
も
」
同
行
し
た
い
、

と
希
望
が
相
次
い
だ
。
ア
フ
リ

カ
も
未
知
の
世
界
な
ら
、
標
高

約
６
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
も

未
知
の
世
界
。
そ
れ
な
り
の
旅

費
も
必
要
だ
。
勇
気
が
い
っ
た

が
、「
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
２
度

と
な
い
」
と
私
も
手
を
挙
げ
た
。

　

２
０
０
９
年
１
月
30
日
か
ら

9
日
間
。
現
地
は
登
山
シ
ー
ズ

ン
の
乾
季
。
羽
田
か
ら
ド
バ
イ

経
由
で
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ

ビ
へ
。
バ
ス
で
国
境
を
越
え
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
の
山
麓
、
ア

ル
ー
シ
ャ
の
ロ

ッ
ジ
に
到
着
。

１
泊
し
て
登
山

口
へ
。
ポ
ー
タ

ー
30
人
を
雇
う
。

ほ
か
に
料
理
人
、

ガ
イ
ド
。
パ
ー

テ
ィ
ー
は
大
部

隊
に
な
っ
た
。

　

赤
道
直
下
に

近
い
山
な
の
に

寒
く
、
顔
が
む

く
み
、
眠
く
な

る
。
高
山
病
と
の
戦
い
だ
。
一

歩
一
歩
足
を
前
に
だ
し
、
仲
間

を
確
か
め
な
が
ら
ひ
た
す
ら
登

っ
た
。
最
高
峰
の
ピ
ー
ク
に
到

達
し
た
と
き
の
感
激
は
た
と
え

よ
う
が
な
い
。
我
を
忘
れ
て
、

仲
間
と
抱
き
合
っ
た
。
大
噴
火

口
。
そ
れ
に
エ
メ
ラ
ル
ド
に
輝

く
氷
河
。
登
っ
た
後
、
こ
ん
な

経
験
は
2
度
と
し
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
た
。

八
ッ
場
ダ
ム
見
学
と

水
澤
観
音
の
旅

片
山
3
丁
目　

並
木
　
雅
一

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
頂

仲
間
と
ピ
ー
ク
制
覇

東
北
２
丁
目　

野
口
　
伸

山頂で仲間たちと登頂を喜び
合う。（前列左端が筆者）
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「
新
春
の
つ
ど
い
」「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
に
ご
参
加
を
！

▼
親
睦
会
だ
よ
り
▲

　

久
し
ぶ
り
に
北
海
道
に
行
っ

た
。
今
回
の
交
通
手
段
は
車
で

関
越
道
を
通
り
、
新
潟
港
か
ら

深
夜
の
新
日
本
フ
ェ
リ
ー
に
乗

り
、
秋
田
経
由
で
苫
小
牧
東
港

行
き
を
利
用
し
た
。
苫
小
牧
到

着
は
翌
日
の
夕
方
に
な
る
。

　

船
内
は
比
較
的
安
価
な
個
室

で
、
食
事
は
船
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
。
お
手
頃
価
格
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
、
生
ビ
ー
ル
も
楽
し
む

こ
と
が
出
来
た
。
お
風
呂
も
大

き
く
、
ゆ
っ
く
り
入
浴
で
き
た
。

新
潟
港
を
出
港
す
る
と
き
は
、

デ
ッ
キ
に
出
て
暗
い
海
ば
か
り

見
て
い
た
。
雲
間
か
ら
星
も
楽

し
め
た
。

　

早
朝
、
秋
田
港
に
寄
港
す
る
。

船
は
ゆ
っ
く
り
と
接
岸
し
、
あ

わ
た
だ
し
く
積
み
荷
の
作
業
を

終
え
る
と
、
再
び
苫
小
牧
東
港

に
向
か
っ
て
出
港
す
る
。
天
候

は
曇
り
が
ち
で
少
し
波
立
ち
、

船
が
前
後
に
揺
れ
る
の
を
感
じ

て
い
た
。
船
の
大
き
さ
は
違
う

が
、
日
本
海
の
荒
波
を
乗
り
超

え
て
ひ
た
す
ら
北
を
目
指
し
た

「
北
前
船
」
の
事
を
想
っ
た
。

次
回
は
太
平
洋
航
路
の
旅
に
し

よ
う
か
。        （
赤
澤
正
直
）

こ
ら
む

一
寸
一
息

「
新
春
の
つ
ど
い
」の
ご
案
内

　

令
和
二
年
「
新
春
の
つ
ど
い
」

開
催
日
程
が
次
の
通
り
決
ま
り

ま
し
た
。

（
日
時
）
令
和
2
年
1
月
26
日

（
場
所
）
新
座
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
＆
会
議
室

（
内
容
）
第
一
部　

式
典

第
二
部　

交
流
会

　

令
和
に
な
り
初
め
て
の
「
新

春
の
つ
ど
い
」
で
す
。

　

第
二
部
は
親
睦
会
の
担
当
で

新
し
い
年
の
初
め
に
日
頃
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
の
少
な
い
仲
間

が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
の
元

気
な
姿
を
確
か
め
合
う
楽
し
い

ひ
と
時
で
す
。

　

交
流
会
は
毎
年
大
盛
況
。
恒

例
の
運
試
し
に
も
な
る
福
引
き

大
抽
選
会
は
豪
華
賞
品
を
そ
ろ

え
て
多
く
の
会
員
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
参
加
で

元
気
に
な
ろ
う

　

現
在
、
親
睦
会
に
は
10
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
部
の
サ
ー
ク

ル
は
高
齢
化
な
ど
で
活
動
が
困

難
と
な
り
昨
年
3
サ
ー
ク
ル
が

脱
会
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
元
気
な
方
、

健
康
に
な
り
た
い
方
、
趣
味
に

興
味
の
あ
る
方
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
参
加
し
た
い
方
は
各

サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
、
ま
た

は
セ
ン
タ
ー
に
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
い
方
は
5
名
以
上

で
あ
れ
ば
OK
で
す
。
立
ち
上
げ

の
際
の
会
員
募
集
に
つ
い
て
は

適
宜
、「
ゆ
う
ゆ
う
通
信
」
の

親
睦
会
だ
よ
り
で
の
紹
介
、
あ

る
い
は
地
区
懇
話
会
等
の
機

会
を
と
ら
え
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。
親
睦
会
か
ら
人
数
に

よ
り
助
成
金
を
支
給
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
後
藤
（
０
９
０

-

２
７
４
７-

０
８
９
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

銀
声
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

　

月
例
会
は
月
2
回
、
第
一
日

曜
日
と
第
三
日
曜
日
に
実
施
、

第
一
日
曜
日
は
志
木
駅
南
口
、

第
三
日
曜
日
に
は
志
木
駅
東
口
、

何
れ
も
音
響
抜
群
の
カ
ラ
オ
ケ

店
貸
し

切
り
で

12
時
30

分
～
17

時
ま
で
。

　

会
の

ス
ロ
ー

ガ
ン
の

「
今
日

も
楽
し
く
う
た
い
ま
し
ょ
う
」

を
合
言
葉
に
、
各
自
思
い
思
い

の
唄
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
暑

気
払
い
、
暮
れ
の
〝
ク
リ
ボ
ー

会
〟
は
参
加
者
も
多
く
一
層
盛

大
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
カ
ラ
オ
ケ
は
医
学
的
見

地
か
ら
も
認
知
症
の
抑
止
力
に

な
る
事
が
実
証
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
、
ボ
ケ
防

止
に
カ
ラ
オ
ケ
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。入
会
希
望
者
は
、

萩
元
義
明（
０
９
０-

４
４
２
１

-

７
０
４
１
）
ま
で
。

健
遊
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
健

康
維
持
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

偶
数
月
の
土
日
祝
日
を
除
き
、

曜
日
は
不
定
で
す
が
新
座
駅
南

口
の
CK
ボ
ウ
ル
（
6
階
）
に
て
、

午
前
10
時
45
分
に
集
合
し
、
練

習
後
11
時
よ
り
２
ゲ
ー
ム
行
い
、

そ
の
後
に
食
事
会
で
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
数
は
43
名
（
女

性
は
12
名
）
で
す
。
年
会
費
は

千
二
百
円
、
ゲ
ー
ム
代
は

千
七
百
円
（
貸
靴
、
貸
ボ
ー
ル
、

食
事
含

む
）
で
漏

れ
な
く
賞

品
が
貰
え

ま
す
。
そ

の
他
、
夏

は
暑
気
払

い
、
冬
は

忘
年
会
、

新
年
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
入
会
希
望
者
は
、

中
村
和
明（
０
９
０-

９
０
１
７

-
９
３
２
３
）
ま
で
。

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
、仲
間
を
増
や
そ
う
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今
年
も
元
気
に
、小
学
校
で

コ
コ
フ
レ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト

　

新
座
市
内
の
小
学
校
8
校

（
東
北
、
新
開
、
東
野
、
大
和

田
、
栄
、
野
寺
、
栗
原
、
八
石
）

で
、
夏
休
み
期
間
中
の
コ
コ
フ

レ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
SC
会

員
た
ち
が
就
業
し
た
。
昨
年
よ

り
2
校
増
加
。
5
校
は
通
年
委

託
で
冬
・
春
休
み
も
継
続
。

　

業
務
開
始
前
に
は
学
校
や
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
仕
事

内
容
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。

特
に
見
守
り
中
に
起
き
る
喧
嘩

や
危
険
行
動
、
ケ
ガ
を
し
た
生

徒
へ
の
対
処
方
法
な
ど
の
注
意

点
を
全
員
で
確
認
し
た
。

　

7
月
22
日
～
8
月
28
日
の
平

日
、
12
時
45
分
～
16
時
45
分
ま

で
の
4
時
間
就
業
（
昨
年
よ
り

１
時
間
減
）。
各
校
約
8
名
の

会
員
が
ス
タ
ッ
フ
表
に
従
っ
て

１
日
約
5
名
ず
つ
就
業
。
こ
の

夏
は
猛
暑
で
、
体
育
館
や
校
庭

使
用
が
か
な
り
制
限
さ
れ
た
。

会
員
た
ち
も
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
互
い
の
体
力
を
気
遣

い
な
が
ら
の
就
業
だ
っ
た
。

　

最
終
日
に
会
員
た
ち
の
感
想

を
聞
い
た
。
東
野
小
で
は
、「
去

年
か
ら
１
時
間
減
っ
た
け
ど
、

名
、
女
性
6
名
、
合
計
11
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
8
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
１
２
２
名
】

第
6
回
（
9
月
30
日
開
催
）

①
新
座
市
SC
配
分
金
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

②
新
座
市
SC
補
正
予
算
（
第
１

号
）
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

③
職
務
執
行
状
況
報
告
（
平
成

31
年
4
月
～
令
和
元
年
9

月
）
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

④
令
和
元
年
度
役
員
県
外
視
察

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

（
内
容
は
今
号
6
面
に
掲
載
）

⑤
正
会
員
（
9
月
分
）
男
性
7

名
、
女
性
4
名
、
合
計
11
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
9
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
１
２
９
名
】

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
://
w
w
w.
sj
c.
ne
.jp
/n
iiz
a/

E
メ
ー
ル
　
ni
iza
@
sj
c.
ne
.jp

〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

訃
　
　報

・
山
口
と
も
子	

様
（
72
歳
）

野
火
止
7
丁
目

・
金
田
一
正
夫	

様
（
82
歳
）

新
座
2
丁
目

・
腰
尾　
　

豊	

様
（
73
歳
）

北
野
2
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

理
事
会
報
告

第
4
回
（
7
月
31
日
開
催
）

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
新
座
市
支
援
要
望
書
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

②
正
会
員
（
7
月
分
）
男
性
10

名
、
女
性
10
名
、
合
計
20
名

の
会
員
が
承
認
さ
れ
た
。

【
7
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
１
１
２
名
】

第
5
回
（
8
月
30
日
開
催
）

①
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
降

新
座
市
SC
）
の
フ
レ
イ
ル
予

防
事
業
実
施
要
綱
が
提
案
さ

れ
制
定
さ
れ
た
。

②
令
和
元
年
度
県
外
視
察
に
つ

い
て
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

《
日
時
》
9
月
11
日
か
ら
12
日

《
場
所
》
公
益
社
団
法
人
郡
山

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
以
降
郡
山
市
SC
）

《
視
察
目
的
》
郡
山
市
SC
は
前

年
比
で
過
去
最
高
の
会
員
数

を
確
保
し
、
派
遣
事
業
に
お

い
て
も
契
約
額
の
伸
び
が
顕

著
で
あ
る
事
、
そ
の
他
、
好

調
な｢

シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ

｣

な
ど
も
視
察
し
新
座
市
SC

の
諸
課
題
の
参
考
に
す
る
。

③
正
会
員
（
8
月
分
）
男
性
5

【
表
紙
の
呟
き
】

　

野
火
止
緑
道
は
市
民
に
愛
さ

れ
る
散
歩
道
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
緑
道
に
モ
ミ
ジ
の
木
が
思

っ
た
よ
り
少
な
い
の
が
意
外
で

す
。
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
が
黄
葉
3

3

す
る
な
か
、
真
っ
赤
な
モ
ミ
ジ

を
探
し
て
歩
く
の
も
一
興
。
特

に
夕
日
を
受
け
る
４
時
過
ぎ
が

人
通
り
も
少
な
く
、
野
火
止
緑

道
を
満
喫
で
き
ま
す
。 （
吉
田
）

　

１
０
０
号
記
念
特
集
を
終
え
、

先
達
の
教
訓
を
胸
に
一
歩
踏
み

出
し
た
１
０
１
号
を
お
届
け
す

る
。
今
号
は
、
要
望
に
お
応
え

し
「
職
場
探
訪
」
を
復
活
さ
せ

た
。
仲
間
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

就
業
し
て
い
る
か
は
、
や
は
り

気
に
な
る
。｢

異
論
・
反
論
時

事
呆
言｣

の
今
回
は
「
旅
」。

皆
さ
ま
の
喜
怒
哀
楽
、〝
素
顔
〟

が
垣
間
見
え
る
。
楽
し
い
。

　

会
報
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
。
報
告
だ
け
で
な
く
、

会
員
の
ご
意
見
、
感
想
が
溢
れ

る
紙
面
で
あ
り
た
い
。
そ
し
て

絆
を
強
め
た
い
。
皆
様
の
積
極

的
な
ご
投
稿
を
お
願
い
す
る
。

（
中
伏
）

特
に
変
わ
り
は
な
い
ね｣

｢

子
供

た
ち
が
ど
ん
ど
ん
か
わ
い
く
見

え
て
き
た｣

な
ど
。今
年
新
規
委

託
の
新
開
小
で
は｢

見
守
り
は
神

経
を
使
う
ね
。
孫
と
は
あ
ま
り

遊
ば
な
か
っ
た
け
ど
、コ
コ
フ
レ

で
は
た
く
さ
ん
の
遊
び
を
し
た

よ｣

と
い
う
声
。     （
尾
形
）

【
訂
正
】
本
誌
7
月
号
3
面
の
委

員
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。（
正
）

宇
佐
見3

好
孝
、（
誤
）宇
佐
美3

好
孝 東野小での見守りと就業分担表


